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私 達 は 、 患 者 様 と そ の 御 家 族 の 立 場 に 立 っ た 医 療 の 推 進 に 努 め ま す

ご 挨 拶 院長 細川 等

今年に入ってから長期間続いた新型コロナの第６

波も、ようやく収束の兆しが見えて来たとやや安堵

したのもつかの間、第７波は予想だにしない爆発的

なスピードで感染が拡大、出口の見えない戦いがこ

の夏も続くことになってしまい、皆様まったく油断

の出来ない毎日が続いていることと察します。

２年半ほど前に新型コロナウイルスの人への感染

が確認された後、ウイルスはあっという間に全世界

に広がり、大きくて広いと思っていた地球が、なん

と小さく狭かったのだろうと感じさせられました。

その小さな（？）地球の上では人口が増加し続け、

いずれ食糧難に陥ると言われているにもかかわらず、

日本は人口の自然減少が続いているまれな国となっ

ています。昨年はついに人口が年間５０万人以上減

少するというかつてない事態に陥り、少子高齢化が

進む中で、医療や介護は非常に重要な役割を担って

いると共に、大きな課題を突き付けられていると感

じています。

そのような医療情勢の中で当院が社会に貢献でき

る病院であり続けるためには何をすべきか、これま

で以上に大きな変革の波にもまれながら、模索して

いく日々が続くのであろうと思っています。

さて、当院は現在「県の神経筋疾患分野の拠点病

院としての難病医療」「結核を含めた呼吸器疾患に

関する専門医療」「高齢者や障害者に優しい一般医

療」を３本柱として、「地域を支える病院」として

の役割を果たすことを目標に掲げています。

入院病床については結核ユニット２０床と障害病

棟１８０床で運営しており、障害病棟１８０床のう

ち３・５病棟（８０床）は療養介護病棟とし、高度

な医療的ケアを要する神経筋難病などの患者さんに

対して「療養介護サービス」という形で医療・介護

の両面からサポートすることで、より高い療養環境

を提供しています。そして１・２病棟（１００床）

は、急性期・急性期後～回復期・慢性期まで、様々

な疾患の患者さんを、幅広く受け入れる病棟として

運営しています。

また外来では、糖尿病・高血圧・高脂血症などの

生活習慣病をはじめとした一般内科疾患や、慢性呼

吸器疾患、神経筋難病の患者さんが定期的に受診し

ています。

上記の内容は、当院ホームページ（病院概要・地

域連携・広報誌バックナンバー等）に詳しく掲載し

ておりますので、是非ともご覧いただければと思い

ます。

４回目のワクチン接種がスタートしようとしてい

ますが、まだまだコロナとの戦いは続くと予想され

ます。直接出向いての広報活動や互いに顔を合わせ

ての交流が難しい状況ですが、メディカルニュース

やホームページなどを通じて、積極的に情報を発信

していきたいと考えておりますので、何卒宜しくお

願い申し上げます。
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院長 細川 等



伊藤 真之

森川 真美

大森 実

新任職員の紹介

４月１日より当院に勤務しております内

科医の大森実と申します。

平成６年に当時の香川医科大学を卒業後、

大学病院をはじめ県内外の医療機関、研究

機関等で、主に血液内科の分野で仕事をし

ておりました。抗がん剤、免疫抑制剤等を

用いて腫瘍細胞を抑え込むという治療をし

ていました。その後高松市内のクリニック

等で内科医として勤務していましたが、再

び病院勤務医として働くにあたり、高松医

療センターで診療をする機会をいただきま

した。当院は糖尿病を中心とする生活習慣

病等の一般内科の診療とともに、神経難病

や結核をはじめとする呼吸器疾患を対象と

した特色ある診療体制を有しております。

これまでの私個人の経験のみでは対応は困

難で、あらためて多くの知識、技術を吸収

する必要性を痛感しています。周りの多く

の方々にご指導いただきながら、地に足の

着いた医療が提供できるよう努めてまいり

ます。よろしくお願いいたします。
内科 大森 実

この度令和４年４月１日より看護部長に

就任いたしました森川真美と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。四国での

勤務は初めてですが、香川・高松の風土を

知り、早く溶け込んでいきたいと思ってい

ます。

今年度の病院目標のタイトルは「自立と

自律」です。様々な経験と学習を積み重ね

る中で看護師の役割を果たせるよう教育す

ること、そして自らの看護を振り返りなが

ら、患者さんに寄り添い、根拠ある実践力

を持つ看護師の育成に努めていきたいと思

います。

看護部長という役職を拝命し、トップマネー

ジャーとしての判断を問われる毎日に責任

の重さを実感しています。まだまだ不慣れ

で勉強不足なことが多々あると思いますが、

皆様の意見をきちんと聞き、共に考えなが

ら精一杯努めてまいりたいと思います。ど

うぞご支援ご指導のほどよろしくお願いい

たします。 看護部長 森川真美

日頃は当院の運営にご協力いただきあり

がとうございます。この度４月１日付で四

国こどもとおとなの医療センターより赴任

して参りました事務部長の伊藤と申します。

当院では平成２０年４月から３年間勤務

しておりましたので、１１年振りの勤務で

す。前回赴任時は、「高松医療センター」

に病院名が変わった節目でした。また、１・

２病棟の新築に伴う準備や、DPC制度(急性

期入院医療包括払い制度)への参入などの業

務に携わったことを懐かしく思います。

当院はこの１０年ほどで「政策医療（神

経筋難病・結核）と急性期医療」の二本立

てによる運営から「セーフティーネットお

よび回復期医療」への転換を図ってきてお

りますが、地域を支える病院としての役割

は一貫しており、今後も病院を取り巻く環

境や制度の変化に迅速かつ柔軟に対応しな

がら、高松医療センターをより良い病院と

するため、精一杯頑張りますので、なにと

ぞよろしくお願いいたします。 事務部長 伊藤真之

内科

看護部長

事務部長



地域医療連携係長

中岡 初枝

中岡 初枝

地域医療連携室の紹介
地域医療連携室長 挨拶 田所 明
４月より地域連携室長を担当しています呼

吸器内科の田所と申します。これまでも結核

や呼吸器疾患の患者様の紹介を皆様から頂い

ておりましたが、これからは地域連携室長と

して当院の特徴なども皆様へ情報提供できた

らと考えております。

当院は診療の３本柱として１.県の神経筋疾

患分野の拠点病院としての難病医療、２.結核

含む呼吸器疾患に関する専門医療、３.高齢者

や障害者に優しい一般医療を掲げております。

これらの中でも特に結核に関しては普段対

応されることの少ない疾患と思われますし、

検査の方針や保健所との連携もなかなかスムー

ズには進まないこともあると思います。「結

核で困った」という場合、まずは当院地域連

携室にご一報いただければ適切に対応させて

いただきます。

また、一般医療につきましても当院は全病

棟を障害者病棟としており、入院の適応とな

る疾患や期間に制限がございます。当院へ患

者様をご紹介頂いた後に患者様や先生のご希

望に応えられないということのないよう丁寧

に調整を進めさせていただきたいと思います。

患者様をご紹介頂く中で至らない点などあ

ればぜひご指摘いただけたらと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

診 療 部 長

地域医療連携室長

田所 明

地域医療連携係長 挨拶
４月1日付で、大島青松園より赴任してまい

りました地域医療連携係長の中岡初枝です。

香川県に来て3年目となりますがいまだに土地

勘がなく、早く皆様に顔を覚えて頂けるよう

に努力していきたいと思います。

当院の地域医療連携室では、一人一人の患

者さんやご家族の希望に沿った退院調整が行

えるよう配慮しています。退院後の内服治療

の継続や、在宅環境の調整、療養の場につい

ての検討など、患者さんやご家族が納得でき

るように心掛けています。また、転院の受け

入れについても状況に応じ必要時は、ご家族

へ転院前の面談を行い、安心して当院へ来て

頂けるように働きがけを行っています。

まだまだ勉強不足で不慣れな点が多くあり

ますが、地域医療連携室のチームメンバーと

共に、患者さんとそのご家族の立場に立った

医療を提供できるよう、日々実践してまいり

たいと思います。そのためにも、地域と病院

の橋渡しをしながら顔の見える関係性を築き、

医療連携をスムーズに行えるように心掛けた

いと思いますので、ご支援ご指導の程よろし

くお願い致します。

当院の診療機能やパーキンソン病リハビリテーション入院
ＣＴやＭＲＩなど画像診断検査を含めた紹介に関するお問
い合わせは地域医療連携室までお気軽にご連絡下さい。

高松医療センター 地域医療連携室直通

TEL：０８７－８４１－２１６２

FAX：０８７－８４１－２１７８



こちらのＱＲコードから当院の
ホームページをご覧いただけます→
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診療受付：8：30～11：30 診療時間：8：45～17：15

アクセス

〒761-0193

高松市新田町乙8番地

地域医療連携室
ＴＥＬ：０８７－８４１－２１６２
ＦＡＸ：０８７－８４１－２１７８

お車をご利用の方
ＪＲ屋島駅西側(馬場先)から南へ延びる新田街

道の途中、信号機のある三叉路を東に上がった

丘陵地にあります。

駐車場は無料です。

バスをご利用の方
ことでんバス『大学病院線』乗車

（起点：高松駅 終点：ことでん髙田駅）

『高松医療センター』下車

外来診療担当一覧表 令和4年8月1日現在


